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求
人
数
の
多
い
医
療
、
福
祉

分
野
で
の
人
手
不
足
が
続
い

て
い
る
。
建
設
業
に
お
い
て

も
１
９
９
０
年
代
後
半
以

降
、
公
共
投
資
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
、
就
業
者
の
流
出
が

続
い
て
い
た
た
め
、
現
在
は

仕
事
が
あ
る
の
に
人
が
足
り

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
背
景

に
は
、
高
齢
者
が
増
加
し
て

生
産
年
齢
人
口
が
減
る
と
い

う
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
の

に
加
え
、
雇
用
環
境
が
改
善

す
る
な
か
で
、
若
年
層
が
賃

金
や
労
働
環
境
を
み
て
建
設

九
州
、
沖
縄
で
は
、
新
規

作
業
を
敬
遠
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
人
材
育
成
や
労
働
環
境
の
改
玉
囚
‐
多
様
性
に
つ
い
て
値
々
の
遣

今
年
４
月
の
女
性
活
躍
捲
善
な
ど
助
戚
金
受
給
の
手
続
改
搦
窮
蕊
蕊

窯
蕊
籠
窪
蕊
窯
建
蕊
方
様
な
人
材
の
演
用
を
進
め
て

き
る
よ
う
に
働
き
方
の
見
直
い
っ
た
お
手
伝
い
種
さ
せ
て
き
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
企
業

境
の
な
か
、
最
近
で
は
、
キ
｜
方
、
ダ
イ
バ
‐
シ
テ
”
叩

し
が
必
要
だ
。
こ
う
し
た
環
い
た
だ
い
て
い
る
。

ヤ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
対

す
る
事
業
所
の
熱
い
視
線
を

多
く
感
じ
る
。
関
与
し
て
い

る
事
業
所
を
中
心
に
有
期
契

約
労
働
者
の
正
規
雇
用
へ
の

転
換
や
、
中
長
期
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
訓
練
な
ど
の
問
合

わ
せ
が
多
く
、
処
遇
改
善
、

人
材
育
成
や
労
働
環
境
の
改

善
な
ど
助
成
金
受
給
の
手
続

き
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と

い
っ
た
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

一
方
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

【
熊
本
】

Ｅ
Ｌ
Ｍ
労
務

経
営
事
務
所

所
長

推
進
の
取
組
み
を
始
め
る
事

業
所
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き

献
籠
議
繋
躍
逼

一
貝
州
鐘
凱
惣
鰍
離

一
）
き
方
の
多
様
性
、
正
社
員
、

Ｐ
Ｗ
Ｕ
契
約
社
員
な
ど
雇
用
形
態
の

革
多
様
性
に
つ
い
て
個
々
の
迫

お
い
て
は
男
性
正
社
舅
を
中

心
と
し
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
女

性
管
理
轍
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
数
値
目
標
を
設
定
し
、

新
た
に
女
性
採
用
比
率
の
目

標
を
設
定
す
る
な
ど
、
意
欲

的
な
事
業
所
も
あ
る
。

女
性
は
ラ
イ
フ
キ
ヤ
リ
ア

の
な
か
で
、
出
産
・
育
児
と

い
う
女
性
特
有
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
、
産
休
・
育

休
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
す

る
た
め
に
は
、
社
内
の
意
識

を
改
革
し
て
働
き
方
を
変
え

る
こ
と
も
必
要
だ
。
単
に
就

業
規
則
の
変
更
に
と
ど
ま
ら

ず
、
環
境
づ
く
り
の
支
援
を

し
た
時
は
、
社
労
士
と
い
う

仕
事
の
幅
の
広
さ
に
改
め
て

驚
く
と
と
も
に
使
命
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
業
を
続
け
る
決
意

を
し
た
。


